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音読や黙読といった読解活動と読解成績（逐語

記憶や内容理解）との関係を考察した比較研究は

すでに多く存在する。一方，読解活動と聴解成績

との関連を調査した研究は極めて少数ながら，聴

解成績が向上するとの知見もある（安山, 2016）。

読解活動が聴解成績を向上させるとするならば，

文章理解のどの過程がより関連しているのであろ

うか。 

 本研究では，大学生を対象に，読み方（音読・

黙読）と音韻的作業記憶量（以下, 音韻的 WM 量）

の二つの要因について, 読解訓練後の聴解成績の

結果に違いが見られるかを検討した。 

実  験 

方  法 

参加者 大学生 76 名（男性 55 名，女性 21 名） 

実験計画 参加者間要因（読み方，作業記憶量）

と参加者内要因（事前・事後テスト）を合わせて

3 要因混合計画であった。読み方要因は音読と黙

読の 2 水準であり，音韻的 WM 量要因は音韻的

WM 量高群と低群の 2 水準であった。 

調査材料  

材料 A 総合的な聴解力測定テスト：TOEIC 公

式問題集 Vol.3 の Part1 から Part4 の合計 50 問

を，オリジナルの問題構成の割合を維持するよう

に配慮しつつ，ランダムに選んで使用した。 

材料 B 音読及び黙読訓練材料：TOEIC 公式問

題集 Vol.3 及び Vol.4 の Part4 の放送問題スクリ

プトを使用した。なお，材料 A：聴解力測定テス

トの一部として利用した箇所の Part4 のスクリプ

トは，默読あるいは音読トレーニングの課題とし

て重複使用しないように除いた。 

材料 C 音韻的 WM 量調査：柴崎ら（2015）に

より開発された英語リーディングスパンテストを

用いて，総正答セット再生数により合計 70 点満

点で採点調査した。音韻的 WM 量高群の平均得点

は 23.9 点，低群の平均得点は 10.5 点であった。 

手続き 事前の聴解力測定テストにより，参加

者を聴解力に差が生じないように音読条件と黙読

条件に分けた。さらに，英語リーディングスパン

テストにより，それぞれの条件を音韻的 WM 量で

高群と低群に分けた。参加者は, 複数用意された

スクリプトを 10 分間の時間内で繰り返し音読も

しくは黙読するトレーニングを計 10 週間継続し

た。トレーニング終了後，事後テストとして聴解

力測定テストを再度実施した。 

結  果 

3 要因の分散分析を行ったところ，音読条件（F 

(1,72)=9.71, p.＜.01)，黙読条件（F (1,72)=5.43, p.

＜.01)ともに聴解力テストの成績が向上したが，

読み方（音読・黙読）の条件による差は見られな

かった。一方で，音韻的 WM 量の主効果が有意で

あり，高群のみの得点が向上した（F (1,72 )=17.89, 

p.＜.01)。音韻的 WM 量群別の聴解力テストの平

均得点を Table1 に示す。 

 

 
Table 1 音韻的 WM 量群別の聴解力テスト得点 

 

考  察 

 本研究では，まず一定期間読解訓練（音読と黙

毒を含む）を行うことで聴解力テストの得点が向

上することが示された。音読条件と黙読条件での

違いは示されなかった一方で，音韻的 WM 量高群

のみの成績が向上した。読解訓練により聴解力テ

ストが向上したことは，訓練により文章理解力が

促進されたことの可能性を示唆している。 

さらに，一定期間の読解訓練が聴解力テストの

成績を向上させる要因として，音韻的 WM 量の大

小が，読解訓練時の文章理解の促進度に関わって

いることの可能性も示唆された。 
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